PCRT 症例報告　テンプレート
（空欄・コピペ用）
この用紙をコピーして記入してください。各項目の記入例は別冊「記入見本集」を参照してください。通院経過（Ⅱ章）は通院回数分だけ複製して使います。
Ⅰ. 症例報告の基本情報
報告者情報【必須】
【記入欄】　該当箇所に記入してください
	項目
	記入欄

	報告者氏名
	

	所属
	

	PCRT歴
	

	報告日
	


① タイトル
症状＋辿り着いた核心を一文で。患者名は出さず匿名化。
	



② 症例要約
主訴／結果／通院回数／治療期間／経過の要点を簡潔に。
	項目
	記入欄

	主訴
	

	結果
	

	通院回数
	

	治療期間
	

	経過の要点
	

	特記事項
	


③ はじめに【必須】
この症例を取り上げる理由（何を確かめたかったか／どこが臨床的に興味深いか）を2〜4行で。患者像や結果は②症例要約・⑤患者情報に書くため、ここでは繰り返しません。Ⅲ. 考察は、ここで立てた問いに答える形で書くとまとまります。
	




④ 主訴・患者の愁訴【必須】
どの部位に・どんな時に・どんな症状が出るか。
	




⑤ 患者情報（匿名化）【必須】
個人が特定される情報（氏名・詳細地域・勤務先固有名 等）は排除。
	項目
	記入欄

	年齢・性別
	

	職業
	

	患者の特徴
	

	既往
	

	発症時期
	

	医科的所見・除外診断
	


⑥ 発症からの経緯【必須】
現状・治療歴・既往・思い当たる原因。症状が出る「場面（トリガー）」を具体的に。医療機関での検査・診断の有無とその結果、専門医への受診が必要と考えたかどうかの判断も、一文で構いませんので必ず記載してください。
	




⑦ 評価スケールの定義とスケール表
NRS＝症状の程度（患者主観・0〜10）。予期不安＝その場面・動作で症状が出るのではないかという不安（0〜10）。CGI-S＝重症度（1〜7・毎回評定）。CGI-I＝改善度（1〜7・第2回以降）。各指標の定義を最初に書き、全回で同じ条件で測ります。※CGI-S・CGI-Iは施術者評定です。本表はⅡ章②各回の記録を転記した一覧表であり、両者の数値は必ず一致させてください。
	評価指標
	第1回
	第2回
	第3回
	第4回
	第5回

	症状の程度（NRS）
	
	
	
	
	

	予期不安
	
	
	
	
	

	CGI-S（重症度）
	
	
	
	
	

	CGI-I（改善度）
	
	
	
	
	


※ 通院回数が6回以上になる場合は列を追加してください。4指標すべてを全回分埋めてください。評定していない回がある場合は「未評定」と記入し、空欄のままにしないでください。Ⅱ章②各回の数値と食い違う場合は、Ⅱ章②を原本として本表を直してください。
⑧ 治療経過グラフ（回数毎の折れ線グラフ）
スケール表の推移を折れ線グラフに。Y軸は上端（10）で点が欠けないよう上に余白をとる。
	（ここに治療経過グラフを貼り付け）




Ⅱ. 通院経過（回毎の記録）テンプレート
初回：　初診年月日　　　年　月　日　　／　　◯回目：　初回から　　日後（　　年　月　日）
2回目以降は、前回施術後の患者フィードバック（経過）をコメントとして記載し、愁訴の変化（追加・継続）を書きます。
【コピペ用テンプレート／空欄】　該当回ごとに複製して使用
※ 実施しなかった検査・調整の欄は、空欄にせず「未実施」または「該当なし」と記入してください。記載がないと、査読で「実施していないのか記載漏れなのか判断できない」として要確認になります。その回にまったく該当がない表は、表ごと削除して構いません。
◯回目の記録（空欄）
① 患者のコメント（愁訴）
1. 　
1. 　
② 数値化
※ 症状の程度（NRS）・予期不安は患者の主観、CGI-S・CGI-Iは施術者の評定です。4指標とも、その回の施術時にこの欄へ記入してください。本欄がその回の記録原本です。Ⅰ⑦の評価スケール表には、ここに記入した値をそのまま転記します。
	評価指標
	数値

	症状の程度（NRS・患者主観）
	　　　/10

	予期不安
	　　　/10

	CGI-S（重症度／毎回評定）
	　　　/7

	CGI-I（改善度／第2回以降）
	　　　/7



③ 目安検査（一般検査を含む）
1. 一般的検査（可動域・圧痛・動作痛 など）：
1. PCRT目安検査（NRS＝主観＋PRT、症状イメージ、気分レベル、アレルゲン 等）：
	検査部位と刺激・動作
	調整前
	調整後

	
	陽性
	陰性
	陽性
	陰性

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



④ EB検査（身体系／エネルギー系／情報系）
身体系EB
	身体系EB 検査部位と刺激・動作
	調整前
	調整後

	
	陽性
	陰性
	陽性
	陰性

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



身体系＆情報系EB
	検査部位・刺激／動作・イメージ
	調整前
	調整後

	
	陽性
	陰性
	陽性
	陰性

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



⑤ 調整法
ハード面調整法（振動調整法・意念調整法・辺縁系キーワード・AM 等）
1. 　
ソフト面調整法 ― 認知調整法（辺縁系：反応言語）
	身体系・エネルギー系・情報系EB
	反応言語
	内容（辺縁系キーワード）
	調整後

	
	
	
	

	
	
	
	



ソフト面調整法 ― 認知調整法（大脳皮質系：エピソード記憶）
	エピソード記憶EB 内容（映像・場面）
	調整前
	調整後

	
	陽性
	陰性
	陽性
	陰性

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



ソフト面調整法 ― 認知調整法（大脳皮質系：意味記憶）
	意味記憶EB 内容（意味づけ）
	調整前
	調整後

	
	陽性
	陰性
	陽性
	陰性

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



⑥ 特記すべきコメント
1. 　


Ⅲ. 考察【必須】
経過のまとめ・決め手・改善しにくかった要因。
	









Ⅳ. 倫理的配慮【必須】
症例報告の公開について、患者様から同意を得たことを記載します。公開の同意は、可能であれば施術開始前に取得してください。経過が出てから依頼すると、患者様は断りにくい状況に置かれます。患者様が未成年の場合は、保護者の同意を得てください。
該当する選択肢を残し、不要な選択肢は削除してください。最下段の「報告への記載文」は、掲載時にそのまま報告へ掲載されます。
	項目
	記入欄

	同意の取得時期
	□ 施術開始前　　□ 経過後　　□ その他（　　　　　　　　　）

	同意の取得方法
	□ 書面　　□ 口頭　　□ その他（　　　　　　　　　）

	未成年の場合
	□ 保護者の同意を取得　　□ 該当なし（成人）

	報告への記載文
	本症例の報告および公開について、施術開始前に患者様本人（未成年の場合は保護者）へ説明し、同意を得た。報告にあたり、個人が特定される情報は含めていない。


Ⅴ. 参考文献【任意】
本文中で引用した文献がある場合のみ記載します。引用がなければ、この項目は削除して構いません。番号を付し、本文の該当箇所に 1) のように示します。
書式例：　1) 著者名．論文タイトル．雑誌名．発行年;巻(号):開始頁-終了頁．　2) 著者名．書籍名．版．出版社；発行年．p.〇〇-〇〇．　3) 著者名．ページタイトル．サイト名．URL（閲覧日：〇〇年〇月〇日）．
	







